
No.194 むなかたタウンプレス 平成23年4月15日 （14）お知らせ

●
主
催
　
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

●
内
容
　
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
に
実
施
。
被
保

険
者
全
員
へ
、
４
月
下
旬

に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を

送
付

●
受
診
対
象
者
　
被
保
険
者

＊
た
だ
し
、
健
康
診
査
の
目

的
か
ら
、
が
ん
、
脳
血
管

疾
患
、
心
疾
患
、
動
脈
硬

化
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
、
心
臓

病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人
は
対
象
外

●
受
診
期
間
　
４
月
下
旬
〜

平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）

●
受
診
票
の
送
付
時
期

▽
４
月
末
ま
で
に
被
保
険
者

と
な
る
人
＝
４
月
下
旬

▽
５
月
以
後
に
被
保
険
者
と

な
る
人
＝
被
保
険
者
と
な

る
月
（
75
歳
の
誕
生
月
な

ど
）
の
上
旬

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金

　
１
人
５
０
０
円

●
受
診
方
法
　
受
診
票
に
同

封
し
た
「
健
康
診
査
の
実

施
医
療
機
関
」
に
予
約
し

て
受
診
す
る

＊
詳
し
く
は
、
同
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
＝http

://
w

w
w

.fu
k

u
o

k
a

-
kouki.jp/

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）
３

１
１
１

●
主
催
　
県
、
県
医
師
会
、

県
看
護
協
会

●
日
時
　
５
月
14
日
（
土
）

正
午
～
午
後
４
時

●
場
所
　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡
（
福
岡
市
東
区
馬
出

４
・
10
・
1
）

●
テ
ー
マ
　
看
護
の
心
を
み

ん
な
の
心
に

●
内
容

▽
看
護
職
員
知
事
表
彰

▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

▽
記
念
講
演
会
「
人
生
あ
き

ら
め
た
ら
あ
か
ん
〜
足
り

な
い
も
の
に
不
平
不
満
を

言
わ
ず
、
有
る
も
の
に
感

謝
〜
」
／
市
岡
裕
子
さ
ん

（
ゴ
ス
ペ
ル
歌
手
）

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

▽
看
護
師
な
ど
に
な
る
た
め

の
進
路
相
談
な
ど

●
定
員
　
先
着
５
０
０
人

●
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
医
療
指
導
課
看
護
指
導

係
　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

２
７
６

●
主
催
　
福
岡
都
市
圏
広
域

行
政
事
業
組
合

●
日
時
　
５
月
28
日
（
土
）

●
主
催
　
総
務
省
、
県

●
内
容
　
わ
が
国
の
失
業
率

や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
統
計
調
査

で
、
政
府
や
都
道
府
県
の

雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め

に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て

活
用

●
実
施
時
期
（
第
１
期
）

　
５
月
〜
８
月

●
対
象
地
域
　
田
熊
３
丁
目

付
近
（
統
計
的
な
方
法
に

基
づ
い
て
無
作
為
で
抽
出

さ
れ
た
世
帯
）

＊
統
計
調
査
員
が
調
査
の
た

め
訪
問
し
た
際
は
、
回
答

に
協
力
を

＊
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま

す
。「
か
た
り
調
査
」
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
調
査
統
計
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
８
６

●
主
催
　
福
岡
地
方
裁
判
所

●
日
時
　
５
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
受
付
、
同

２
時
〜
同
４
時
実
施

●
場
所
　
同
裁
判
所
（
福
岡

市
中
央
区
城
内
１
・
１
）

●
内
容
　
５
月
１
日
（
日
）

か
ら
同
７
日
（
土
）
ま
で

の
憲
法
週
間
イ
ベ
ン
ト
と

国
・
県
な
ど
か
ら

平
成
23
年
度健

康
診
査

看
護
の
日
の
つ
ど
い

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

in
う
き
は
市

労
働
力
調
査
に
協
力
を

知
っ
て
得
す
る

�

裁
判
所
見
学
ツ
ア
ー

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗
像
里
山
の

会
が
開
催
。講
座
を
通
し
て
、

竹
の
侵
入
で
荒
廃
が
進
む
宗

像
の
里
山
に
目
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
受
講
無
料
。

　
今
回
を
含
め
て
、
平
成
23

年
度
内
に
、
安
全
で
効
率
の

良
い
竹
林
整
備
や
森
林
で
の

提案制度提案制度提案制度

植
樹
と
管
理
な
ど
全
４
回
の

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
28
日
（
木
）

午
前
９
時
～
正
午

●
内
容

▽
里
山
は
竹
山
だ
け
に
な

る
？
（
竹
の
特
性
と
広
が

り
の
話
）

▽
竹
切
り
と
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

体
験

▽
竹
ト
ン
ボ
作
り

●
場
所
　
市
民
活
動
交
流

館
・
１
０
１
会
議
室
、
隣

接
の
竹
林

●
定
員
　
先
着
30
人

●
持
参
品
　
竹
切
り
ノ
コ
ギ

リ
、
切
り
出
し
ナ
イ
フ

＊
貸
し
出
し
あ
り

●
申
込
方
法
　
４
月
24
日

（
日
）
ま
で
に
、
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
同
会
へ
い
ず
れ

荒
廃
が
進
む
宗
像
の

里
山
に
目
を
向
け
る

�

「
里
山
再
生
講
座
」

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
ハ
ガ
キ
（
〒
８
１
１
・
３

４
３
７
／
久
原
１
８
０
／

市
民
活
動
交
流
館
内
・
同

会
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
）

▽
FAX
（
36
）
８
３
１
７

▽
メール norinagao55@
a 

ri.bbiq.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
事
務
局
（
長
尾
）

　
☎
０
９
０
（
５
７
４
８
）

６
２
２
１

し
て
、
実
際
に
使
用
し
て

い
る
法
廷
で
の
模
擬
裁
判

員
裁
判
や
模
擬
調
停
な
ど

を
体
験

●
定
員
　
先
着
30
人

●
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
同
裁
判
所
☎

０
９
２
（
７
８
１
）
３
１

４
１
へ
電
話
で
申
し
込
む

新
卒
者
緊
急
就
職

応
援
事
業

●
主
催
　
県

●
内
容
　
２
カ
月
間
の
体
験

雇
用
を
実
施
。
体
験
先
の

企
業
な
ど
へ
の
就
職
を
支

援
＊
就
職
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
は
、「
若
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が

就
職
を
支
援

●
対
象
　
平
成
21
年
３
月
以

降
に
大
学
や
高
等
学
校
な

ど
を
卒
業
し
、
現
在
未
就

職
の
人

●
募
集
人
員
　
１
０
０
０
人

●
実
施
期
間
　
４
月
〜
平
成

24
年
３
月

●
体
験
雇
用
期
間
　
２
カ
月

●
給
与

▽
大
卒
＝
月
額
18
万
円
程
度

▽
高
卒
＝
月
額
14
万
円
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
労
働
政
策
課
就
職
支
援

係
　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

５
９
２

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30

分
●
集
合
・
解
散
場
所
　
福
岡

市
役
所
（
福
岡
市
中
央
区

天
神
１
・
８
・
１
）

●
目
的
地
　
つ
づ
ら
棚
田
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
、

合
所
ダ
ム
（
う
き
は
市
）

●
内
容

▽
地
元
の
「
癒
や
し
の
旅
先

案
内
人
」
同
行
に
よ
る
セ

ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
散
策

▽
地
元
女
性
た
ち
の
手
作
り

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
」

▽
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り
体

験
な
ど

●
応
募
資
格
　
福
岡
都
市
圏

内
の
在
住
者

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
●
定
員
　
抽
選
で
60
人

●
参
加
費
　
１
人
１
０
０
０

円
（
昼
食
代
、
傷
害
保
険

料
な
ど
）

●
応
募
方
法
　
５
月
10
日

（
火
）
必
着
で
、
応
募
者

全
員
の
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
⑤
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
希
望
」

を
明
記
し
て
、
同
組
合
事

務
局
へ
い
ず
れ
か
の
方
法

で
応
募
す
る

▽
ハ
ガ
キ
（
〒
８
１
０
・
８

６
２
０
／
福
岡
市
中
央
区

天
神
１
・
８
・
１
）

▽
FAX
０
９
２
（
７
３
３
）
５

０
０
５

▽
メール fvgv9840@

m
b.in 

fow
eb.ne.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
組
合
事
務
局

　
☎
０
９
２
（
７
３
３
）
５

０
０
４

市
　
か
　
ら

　
全
国
か
ら
集
ま
る
１
６
０

人
の
高
校
生
が
、
各
界
で
活

躍
す
る
講
師
の
講
義
や
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
学
ぶ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
「
日
本
の

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」。

今
年
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
２
週

間
の
合
宿
形
式
で
開
催
。
高

第
８
回
日
本
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

塾
生
募
集

い
志
を
持
つ
多
く
の
高
校
生

の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間
　
７
月
28
日

（
木
）
～
８
月
10
日
（
水
）

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ

●
募
集
人
員
／
募
集
締
切
日

時
▽
全
国
一
般
公
募
枠
（
福
岡

県
含
む
）
＝
60
人
／
５
月

９
日
（
月
）
午
後
５
時
必

着
▽
福
岡
県
枠
（
別
途
）
＝
20

人
／
５
月
11
日
（
水
）
午

後
５
時
必
着

●
参
加
費
　
10
万
円

●
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、

面
接

＊
事
業
概
要
、
応
募
方
法

な
ど
は
、
同
塾
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
＝http://lea 

derjuku.jp/

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
交
流
室

�

☎
（
36
）
０
３
１
１

　市人権教育推進のための
ネットワーク研究協議会が
２月20日、吉武地区コミュニ
ティ・センターで「子どもの人
権」をテーマにした地域セミ
ナーを開催。地域住民ら約60
人が参加しました。
　同協議会は、福岡教育大学、
むなかた市民大学ゆめおり、
市で構成。ゆめおりが平成20
年度から携わっている市人権

講演会で培ったネットワークを活用して、地域や大学などで人権教育
の啓発に取り組んでいます。
　今回のセミナーは、「人権教育推進のための地域協働モデル事業」と
して、国の「社会教育による地域の教育力強化プロジェクト」を活用。住
民が協働で、地域課題を解決できる仕組みづくりを目的としています。
　講師は、特定非営利活動法人にじいろＣＡＰのメンバー。「子どもの
気持ちになって考えてみましょう」と参加者も小学生の立場になり
きって参加。楽しい雰囲気の中で進められました。
　ＣＡＰの伊藤みさきさんは、「子どもに安心、自信、自由を持たせるこ
とが大事。子どもの視点で効果的に伝えていくことが大人の責務です」
と力説。参加者からは、「大人が聴くことで、未然に防げる虐待がたくさ
んあることを学んだ」「子どもの話を最後まで黙って聴くことをやって
みようと思う」などの感想が寄せられました。

■問い合わせ先　市民活動交流室　☎（36）０３１１

参加型で子どもの人権と命を考える
セミナーの様子

子どもの人権･命を守ろう
安心　 自信　 自由


